
事業概要【世界遺産及び日本遺産等観光交流拠点施設整備事業】

申請者 大阪府羽曳野市 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R10年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

208,054千円
（11,400千円）

経費の類型
ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓

インフラ
整備事業 事業分野 地方経済の創生

目的・効果

世界遺産である古墳群や日本遺産である竹内街道の適切な保存管理と後世につなぐことを第一の目標とし、観
光・産業分野に重点を置きながら、観光・交流の取組みを進めるため、市史にも記載されている歴史的価値の高
い家屋を活用し、地域との関りを保ちながら、その拠点として、飲食・物販・憩いと交流等の複合的な機能と安全
性を兼ね備えた施設に改修し、交流人口の増加、産業の再生と雇用の創出を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
世界遺産と日本遺産に近接し、築100年を超える旧浅野家住宅を再生・
利活用することで、ポストコロナを踏まえた新たな観光・交流の拠点として整
備する。

【拠点整備事業経費】
基本設計・実施設計委託料及び設計監修・工事監修に係る委託料
・設計費 4,200千円
・CM業務委託費 7,200千円

地域の多様な
主体の参画

大学および地元町会と共同で交流イベントの企画・実施に取り組む。
また、誘客のための観光コンテンツ造成を依頼するとともに、地元ケーブル
テレビに施設・事業に関する情報発信をしてもらう。

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①地域における観光関連産業売上高（＋2億5
千5百万円）
②施設来場者数（＋104,000人）
③地域との交流イベント実施回数（＋62回）

＜施設整備イメージパース図（案）＞


